
反
行
為
に
関
与
し
た
社
員
が
自
主

申
告
し
、
こ
れ
に
よ
る
情
報
が
会

社
へ
の
損
害
の
軽
減
に
寄
与
し
た

場
合
に
は
、
社
内
処
分
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
も
の
だ
。
こ
の
他
に

も
既
存
の
取
組
み
に
新
た
に
法
務

担
当
者
に
よ
る
重
要
会
議
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等
が
追
加
さ
れ
、
独
占

禁
止
法
遵
守
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
が
進
め
ら
れ
る
。

　
３
月
30
日
、公
正
取
引
委
員
会
は
、関
西
電
力
に
、独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
行
為

が
あ
っ
た
と
認
定
し
た
。同
日
、関
西
電
力
は
、電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
か

ら
本
件
に
つ
い
て
の
報
告
徴
収
を
受
領
し
、4
月
12
日
に
事
実
関
係
や
再
発
防
止
策

等
を
報
告
し
た
。本
件
は
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
率
先
垂
範
す
べ
き
経
営
幹
部
が

関
与
し
て
お
り
、社
会
や
お
客
さ
ま
の
み
な
ら
ず
、従
業
員
に
も
不
信
感
・
不
安
を
抱

か
せ
た
。公
正
な
競
争
が
求
め
ら
れ
る
環
境
と
な
っ
た
こ
と
を
、今
一
度
再
認
識
し
、

再
発
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
３
月
30
日
、
公
正
取
引
委
員
会
が

特
別
高
圧
お
よ
び
高
圧
電
力
の
取

引
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公
表
し
、

関
西
電
力
は
不
当
な
取
引
制
限
を

禁
止
す
る
独
占
禁
止
法
第
３
条
に

違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
認
定

を
受
け
た
。
な
お
、
関
西
電
力
は
問

題
と
な
る
行
為
を
確
認
し
た
後
、
た

だ
ち
に
違
反
行
為
を
取
り
止
め
、
公

正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
課
徴
金
減

免
制
度
の
適
用
申
請
に
よ
り
事
実

関
係
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
調
査

に
全
面
的
に
協
力
し
て
き
た
こ
と

等
で
、
排
除
措
置
命
令
、
課
徴
金
納

付
命
令
の
い
ず
れ
も
受
け
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
経
済
産
業

省
か
ら
、
補
助
金
交
付
等
の
停
止
お

よ
び
指
名
停
止
措
置
（
２
０
２
３
年

4
月
3
日
か
ら
２
０
２
４
年
4
月

2
日
ま
で
の
12
ヶ
月
）
を
受
け
て
い

る
。
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信
頼
回
復
に
強
い
覚
悟
を
も
っ
て

独
占
禁
止
法

違
反
行
為
の
認
定

　
今
回
、関
西
電
力
は「
不

当
な
取
引
制
限
」
を
行
っ

て
い
た
と
の
認
定
を
受
け

た
が
、
こ
の
不
当
な
取
引

制
限
と
は
、
本
来
各
事
業

者
が
自
主
的
に
決
め
る
べ

き
販
売
価
格
や
販
売
地
域

等
を
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
と

取
り
決
め
て
、
市
場
で
お

互
い
に
競
争
を
制
限
す
る

違
反
と
認
定
さ
れ
た
行
為

　
関
西
電
力
は
、社
外
の
法
律
事
務
所

に
よ
る
詳
細
な
調
査
結
果
や
公
正
取

引
委
員
会
が
認
定
し
た
事
実
等
を
も

と
に
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の

助
言
・
指
導
を
踏
ま
え
た
原
因
究
明
を

行
っ
た
。主
な
原
因
と
し
て「
電
力
自

由
化
へ
の
政
策
転
換
後
の
事
業
ル
ー

ル
に
対
す
る
意
識
の
不
足
」「
法
令
遵

守
意
識
の
希
薄
さ
」「
独
占
禁
止
法
の

知
識
・
理
解
の
不
足
」「
経
営
ト
ッ
プ
層

の
活
動
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

不
足
・
不
全
」の
４
つ
を
挙
げ
た
。

　
こ
れ
ら
の
４
つ
の
原
因
を
踏
ま
え

て
、ま
ず
経
営
ト
ッ
プ
が
公
正
競
争
実

現
・
独
占
禁
止
法
違
反
決
別
宣
言
を
行

う
。こ
れ
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
政

策
に
基
づ
く
適
切
な
事
業
運
営
が
経

営
の
骨
格
を
成
す
こ
と
」「
公
正
な
競

争
を
行
い
、不
当
な
取
引
制
限
を
は
じ

め
と
す
る
独
占
禁
止
法
違
反
と
決
別

原
因
と
再
発
防
止
策

　
関
西
電
力
は
２
０
１
７

年
春
頃
か
ら
営
業
戦
略
の

見
直
し
を
検
討
し
、
同
年

秋
頃
か
ら
中
部
電
力
、
中

国
電
力
、
九
州
電
力
管
内

の
顧
客
に
営
業
活
動
を
開

始
。
こ
れ
に
よ
り
販
売
電

力
量
は
増
加
し
た
も
の

の
、
進
出
先
エ
リ
ア
の
他

電
力
会
社
が
関
西
電
力
管

内
に
も
進
出
し
、
競
争
激

化
に
よ
り
販
売
価
格
が
低

下
し
て
い
っ
た
。
２
０
１

８
年
夏
頃
か
ら
秋
頃
に
か

け
て
管
外
に
お
け
る
営
業

方
針
見
直
し
の
検
討
を
始

め
、
関
西
エ
リ
ア
外
で
の

営
業
活
動
を
縮
小
す
る
こ

と
を
決
定
し
当
該
３
社
に

こ
の
方
針
を
伝
達
し
た
。

経
緯・背
景
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行
為
を
指
す
。今
回
の
事
象
で
は
、関

西
電
力
が
営
業
活
動
縮
小
の
方
針
を

伝
達
し
た
こ
と
、お
よ
び
方
針
の
伝
達

を
含
め
た
一
連
の
行
為
が
電
気
料
金

の
水
準
を
維
持
ま
た
は
上
昇
さ
せ
た

と
判
断
さ
れ
、不
当
な
取
引
制
限
に
該

当
す
る
と
認
定
さ
れ
た
。

　
管
外
の
営
業
方
針
を
検
討
す
る
会

議
等
で
、他
電
力
へ
の
方
針
伝
達
の
意

見
が
出
た
際
に
、出
席
者
の
一
部
か
ら

独
占
禁
止
法
違
反
に
当
た
ら
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
趣
旨

の
意
見
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、独
占
禁
止
法
違
反
の

可
能
性
に
対
す
る
認
識
が
低
く
、営
業

方
針
を
伝
え
る
行
為
が
独
占
禁
止
法

上
リ
ス
ク
の
高
い
行
為
で
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、法
務
部
門

等
へ
確
認
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

す
る
こ
と
」を
経
営
ト
ッ
プ
が
明
確
に

宣
言
す
る
も
の
だ
。

　
ま
た
、既
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

も
含
め
て
、独
占
禁
止
法
を
遵
守
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
。仕

組
み
整
備
の
観
点
か
ら「
社
内
規
程
等

の
整
備
」、独
占
禁
止
法
の
理
解
促
進

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
事
業
活
動

の
前
提
と
す
る
意
識
の
再
徹
底
の
観

点
か
ら「
教
育
・
研
修
等
の
充
実
」、独

占
禁
止
法
違
反
防
止
の
た
め
の
側
面

支
援
の
観
点
か
ら
「
予
防
機
能
の
強

化
」、そ
し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
の

観
点
か
ら「
監
視
機
能
の
強
化
」を
進

め
て
い
く
。

　「
社
内
規
程
等
の
整
備
」の
新
規
取

組
み
と
し
て
は
、独
占
禁
止
法
違
反
と

な
る
事
案
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合

や
そ
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
、会
社

が
早
期
に
発
見
し
、速
や
か
な
是
正
を

図
る
こ
と
に
つ
な
が
る
制
度
と
し
て
、

社
内
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
が
導
入
さ

れ
る
。こ
の
制
度
は
、独
占
禁
止
法
違

　
今
後
、
関
西
電
力
は
こ
れ
ら
の

再
発
防
止
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
取
組
み

を
風
化
さ
せ
ず
継
続
さ
せ
る
こ
と

だ
。
電
力
自
由
化
の
進
展
に
よ
り

事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
を
、経
営
層
を
筆
頭
に
、関
西
電

力
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
一
人
ひ
と

り
が
再
確
認
し
、
公
正
な
競
争
環

境
に
見
合
っ
た
意
識
・
行
動
を
と

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

課徴金減免制度（リニエンシー制度）とは？

再発防止策

1 経営トップによる公正競争実現・独占禁止法違反決別宣言

2 競争政策（独占禁止法）を遵守するシステムの再構築

エネルギー自由化政策に基づく適切な事業運営が経営の骨格を成すこと
公正な競争を行い、不当な取引制限をはじめとする独占禁止法違反と決別すること

1 - 独占禁止法遵守のための社内規程等の整備
2 - 独占禁止法の理解促進及びコンプライアンス意識の再徹底のための教育・研修等の充実
3 - 独占禁止法違反防止のための側面支援としての予防機能の強化
4 - 監査機能の強化

◯事業者が自ら関与した不当な取引制限行為について、違反内容を公正取引委員会に自主的
に報告した場合に課徴金が免除または減額される制度

◯課徴金減免申請のタイミングや真相解明に向けた公正取引委員会への調査協力の度合いによっ
て、適用される減免率が変動する

◯本制度の適用を申請した事業者は、正当な理由なく、減免申請を行ったことを第三者に明らか
にしてはならない（違反すると課徴金減免が受けられない）

独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
再
発
防
止

■本件の再発防止策

東日本大震災

原子力発電所の停止に伴い、2回の電気料金値上げ
→ 結果、関西電力管内に新電力の進出が進み、価格水準の低下が顕著に

中部電力、中国電力、九州電力の各管内の顧客に営業活動開始。３社には進出方針を伝達
→ 販売電力量は拡大したが、進出先エリアの他電力が関西電力管内に進出し販売価格が低下

管外における営業戦略を検討

経済合理性を伴う販売電力量と販売価格を実現するため、管外での営業活動を縮小する方針を決定
変更後の営業方針に基づいて営業活動を実施

管外営業活動の縮小方針を３社に伝達

外部から「独占禁止法上問題となる行為があるのではないか」との指摘
社外の法律事務所に調査全般を委嘱し、社内調査を直ちに実施

公正取引委員会に課徴金減免申請（リニエンシー制度適用申請）を順次実施

公正取引委員会が本店を立入検査

公正取引委員会が調査結果を公表。関西電力の独占禁止法違反行為を認定
電力・ガス取引監視等委員会から小売電気事業の運営状況に係る報告徴収を受領

経済産業省から補助金交付等の停止および契約に係る指名停止等措置を受領

小売電気事業の運営状況に係る調査結果の報告（事実関係と再発防止策を報告）

2011年3月

2013年5月/2015年6月

2017年秋頃

2018年夏頃～秋頃

2018年秋頃

2018年秋以降

2020年秋頃

2020年10月以降

2021年4月/ 7月

2023年3月30日

2023年4月3日

2023年4月12日

時期 事象

2019年9月 金品受取り問題発覚
2020年3月 業務改善計画を提出

■本件の主な経緯

■公正取引委員会による独占禁止法違反事実の認定イメージ ※2023.03.30 公正取引委員会公表資料より抜粋・加工（出典：https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/mar/230330_03.pdf）

対象：官公庁等
※相対顧客：特別高圧需要、高圧大口需要 又は高圧小口需要に係る

電気の使用者（官公庁等を除く）

※大口顧客：特別高圧需要 又は高圧大口需要に係る電気の使用者
（官公庁等を除く）

相手方供給区域での安値入札の制限

中国電力 中部電力
中部電力ミライズ

九州電力
九電みらいエナジー

旧一般電気事業者ら互いに相手方の供給区域で顧客獲得競争を制限する合意

関西電力

自社の供給区域において、電気料金の水準を維持又は上昇させていた

①相手方供給区域に所在する相対顧客獲得のため
の営業活動の制限
②関西電力による中国電力管内での入札参加及び
安値入札の制限

対象：相対顧客
 官公庁等（中国電力管内に所在）

※

相手方供給区域に所在する相手方の大口
顧客獲得のための営業活動の制限

対象：大口顧客※



で
設
備
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
セ
ン
サ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ（
遠

隔
保
全
シ
ス
テ
ム
）等
を
導
入
し
た
。現

場
に
行
か
ず
と
も
設
備
の
状
態
を
確
認

で
き
る
こ
と
か
ら
巡
視
に
要
す
る
時
間

を
約
１
／
７
に
削
減
で
き
る
。加
え
て
、

緊
急
時
や
設
備
の
不
具
合
発
生
時
に
は
、

休
日
夜
間
を
問
わ
ず
、直
ち
に
現
場
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、レ
ジ

リ
エ
ン
ス
の
強
化
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
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３
月
28
日
、関
西
電
力
送
配
電
は
、環
境
へ
の
配
慮
と
ス
マ
ー
ト
保
安
を
実
現
し
、国
際
標

準
に
対
応
し
た
次
世
代
変
電
所「
Ｅ‐

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」と
し
て
、大
阪
府
茨
木
市
に
あ
る
新
大
岩
変

電
所（
以
下
、本
変
電
所
）の
運
用
を
開
始
し
た
。

　
関
西
電
力
送
配
電
は
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ
貢
献
す
る
た
め
に
、変
電
所
設
備
の

低
炭
素
化
や
生
産
性
向
上
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
目
指
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。次

世
代
変
電
所「
Ｅ‐

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」と
は
何
か
、関
西
電
力
送
配
電
が
目
指
す「
Ｅ‐

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」の
姿
、

そ
し
て
本
変
電
所
で
導
入
さ
れ
る
新
技
術
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　「
Ｅ‐

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」と
は
、「Ecological-Sm

art 

SubStation

」の
略
で
あ
り
、設
備
の
低
炭
素

化（Ecological

）か
ら
保
全
・
更
新
業
務
の
効

率
化
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化（Sm

art

）等
、

多
く
の
長
所
を
合
わ
せ
持
ち
、国
際
標
準
に

も
対
応
し
た
変
電
所（SubStation

）を
意
味

す
る
。関
西
電
力
送
配
電
独
自
の
用
語
だ
。

　
変
電
所
を
安
全
・
安
定
的
に
運
用
す
る

に
は
、保
全
・
更
新
業
務
を
行
う
た
め
の

時
間
と
要
員
の
確
保
が
課
題
だ
。本
変
電

所
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
遠
隔

エ
コ
で
ス
マ
ー
ト
な
変
電
所
へ

次
世
代
変
電
所「
Ｅ–

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」の
運
用
開
始

　
従
来
の
変
電
所
で
は
監
視
制
御
装
置

や
保
護
装
置
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
装
置

を
大
量
の
メ
タ
ル（
銅
線
）ケ
ー
ブ
ル
で

接
続
し
て
お
り
、敷
設
や
接
続
、確
認
作

業
等
に
多
く
の
要
員
と
時
間
が
必
要

だ
っ
た
。本
変
電
所
で
は
、６
．６
ｋ
Ｖ

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
中
の
ケ
ー
ブ
ル
を
情

報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
１
本
で
処
理

可
能
な
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
等
に
す
る
こ

と
で
、工
事
に
か
か
る
要
員
の
削
減
と
工

期
短
縮
を
可
能
と
し
た
。加
え
て
、デ
ジ

タ
ル
装
置
自
体
も
、フ
ル
デ
ジ
タ
ル
変
電

所※

４

に
向
け
た
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
国
際
標
準
に
準
拠
さ
せ
た
。監
視
制
御

装
置
や
保
護
装
置
全
体
を
フ
ル
デ
ジ
タ

　
今
回
、「
Ｅ‐

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」の
運
用
開
始
に

携
わ
っ
た
電
力
シ
ス
テ
ム
技
術
セ
ン

タ
ー
変
電
グ
ル
ー
プ
の
上
山
さ
ん
と
大

阪
北
電
力
本
部
の
内
藤
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

■新大岩変電所の植物油入変圧器

■フルデジタル変電所の最初のステップとして導入されたキュービクル

■ネットワークカメラ ■遠隔保全システムのイメージ図

関
西
電
力
送
配
電
株
式
会
社 

電
力
シ
ス
テ
ム
技
術
セ
ン
タ
ー　
変
電
グ
ル
ー
プ

上
山　
進
一
さ
ん

　
植
物
油
入

変
圧
器
や
遠

隔
保
全
シ
ス

テ
ム
等
の
先

進
の
設
備
と

技
術
を
複
数
導
入
す
る
た
め
、設
計

段
階
か
ら
関
係
者
間
で
連
携
し
、課

題
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。本
変

電
所
の
運
用
開
始
に
よ
り
、当
社
が

目
指
す
次
世
代
変
電
所
の
実
現
に

貢
献
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。今

後
は
、Ｓ
Ｆ
６
代
替
ガ
ス
機
器
の
導

入
に
も
取
り
組
む
と
と
も
に
、フ
ル

デ
ジ
タ
ル
変
電
所
や
ド
ロ
ー
ン
・
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。次
世
代
変
電
所
の
実

現
を
通
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
次

世
代
化
と
コ
ス
ト
効
率
化
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

関
西
電
力
送
配
電
株
式
会
社

大
阪
北
電
力
本
部　
小
曽
根
電
力
所（
変
電
）

内
藤　
和
嵯
さ
ん

　
新
大
岩
変
電

所
新
設
工
事
の

工
事
監
理
を
担

当
し
ま
し
た
。

従
来
の
変
電
機

器
設
置
工
事
に
加
え
、新
技
術
の
導
入

に
伴
う
知
識
習
得
に
も
苦
労
し
ま
し

た
。ま
た
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、変
電
設

備
の
み
で
な
く
、各
部
門
が
所
管
す
る

設
備
の
設
置
も
始
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
つ
つ
、全
体
を

俯
瞰
し
な
が
ら
調
整
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
が
、工
事
の
進
捗
を
し
っ

か
り
と
監
理
し
な
が
ら
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
、良
い
経
験
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、更
に
効
率

化
が
図
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、安
定
供

給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■関西電力送配電が目指す「E-SSS」の姿 ※SF６代替ガス機器は、新大岩変電所には適用されていません。

■「E-SSS」のイメージ図

カーボンニュートラル

分類 新技術 主な導入効果
植物油入変圧器 環境負荷低減（CO2排出量が約1/6に）

温室効果ガスの低減

巡視の効率化（巡視時間が約1/7に）

ＬＡＮケーブルの導入による、工事にかかる要員削減と工期短縮

ケーブル終端（接続部）を抜き差し可能な構造に
することでの作業時間の短縮による事故時の早期復旧

SF6代替ガス機器※

スマート保全
デジタル変電所

レジリエンス

DX
遠隔保全システム

監視制御・保護LAN化

コンパクト・スマート終端

　
変
電
設
備
に
は
、地
球
温
暖
化
係
数

が
高
い
Ｓ
Ｆ
６
ガ
ス※

１

や
化
石
燃
料

か
ら
精
製
さ
れ
た
鉱
油
を
封
入
し
た

機
器
が
多
く
あ
る
。し
か
し
、昨
今
の

環
境
問
題
へ
の
世
界
的
な
意
識
の
高

ま
り
か
ら
、欧
米
を
中
心
に
環
境
負
荷

の
低
い
代
替
機
器
の
開
発
・
導
入
が
進

ん
で
い
る
。関
西
電
力
送
配
電
も
代
替

機
器
採
用
に
向
け
た
技
術
を
検
討
し

て
お
り
、設
備
の
新
設
や
更
新
に
合
わ

せ
た
導
入
を
進
め
て
い
る
。本
変
電
所

で
は
、鉱
油
の
代
替
と
し
て「
菜
種
油※

2

」を
使
用
し
た
変
圧
器
を
導
入
し
た
。

菜
種
油
は
、鉱
油
と
比
較
し
て
、Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
約
１
／
６
に
削
減
で
き

る
た
め
、環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
。

加
え
て
、燃
え
に
く
い
こ
と
か
ら
火
災

リ
ス
ク
を
低
減
で
き
、自
然
に
分
解
さ

れ
る
こ
と
か
ら
漏
油
影
響
を
低
減
で

き
る
。

　
さ
ら
に
、菜
種
油
は
変
圧
器
の
寿
命

に
影
響
す
る
部
材（
絶
縁
紙
）の
劣
化

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、高
い

温
度
上
昇
限
度
を
採
用
し
て
い
る
国

際
標
準
Ｉ
Ｅ
Ｃ※

３

規
格
に
準
拠
さ
せ

て
も
、従
来
規
格
に
お
け
る
鉱
油
入
変

「
Ｅ-

Ｓ
Ｓ
Ｓ
」と
は

担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
後
の
展
望

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
保
安
の
取
組
み

「
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
変
電
所
」

を
目
指
し
て

※

１ 

優
れ
た
絶
縁
性
能
を
持
つ
気
体
で
、人
体
に

対
し
安
全
で
か
つ
安
定
し
て
い
る
と
い
う
特

徴
か
ら
、多
く
の
変
電
設
備
に
導
入
さ
れ
て

い
る
。た
だ
し
、地
球
温
暖
化
係
数
が
高
い

（
Ｃ
Ｏ
２
比
２
５
，２
０
０
倍
）こ
と
か
ら
、Ｓ

Ｆ
６
ガ
ス
を
用
い
た
機
器
は
適
正
な
管
理
と

廃
棄
処
分
が
必
要
と
な
る
。

※

４ 

電
力
系
統
や
変
電
所
設
備
の
監
視
制
御
・
保
護

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
通
信
シ
ス
テ
ム
を
国
際

標
準
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
に
準
拠
さ
せ
た
変
電
所
。

※

２ 

植
物
の
種
子
か
ら
得
ら
れ
る
植
物
油
で
あ
る

天
然
エ
ス
テ
ル
油
の
一
種
。

ル
変
電
所
と
す
る
こ
と
で
、安
価
な
汎
用

品
の
採
用
が
可
能
と
な
り
、今
後
の
設
備

新
設
・
更
新
時
の
コ
ス
ト
低
減
が
可
能
と

な
る
見
込
み
だ
。

圧
器
と
同
等
の
機
器
寿
命
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。温
度
上

昇
限
度
が
高
く
な
る
こ
と
で
変
圧
器

の
冷
却
に
必
要
な
ラ
ジ
エ
ー
タ
（
装

置
）の
数
を
減
ら
し
、コ
ス
ト
低
減
と

コ
ン
パ
ク
ト
化
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、

設
備
を
国
際
標
準
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
ベ
ン
ダ
ー
で

製
造
が
可
能
と
な
り
、資
材
調
達
の
安

定
化
と
競
争
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

※

５ 

開
閉
器
の
一
種
で
、電
流
を
開
閉（on/off

）す
る

装
置
。

※

６ 

遮
断
器
や
断
路
器
等
の
開
閉
装
置
や
母
線
等
を

金
属
容
器
の
中
に
収
納
し
、Ｓ
Ｆ
６
ガ
ス
等
を

充
て
ん
し
た
構
造
の
開
閉
装
置
。

スマホ等で映像確認

※

３ 

電
気
・
電
子
技
術
分
野
の
国
際
規
格
の
策
定

を
行
っ
て
い
る
国
際
標
準
化
機
関
。

変電所

遠隔の事務所・自宅等 外出先

NWカメラ
センサ
温度

センサ
圧力

　
関
西
電
力
送
配
電
は
、本
変
電
所
以
外

の
設
備
更
新
に
お
い
て
も
、地
球
温
暖
化

係
数
が
小
さ
く
環
境
負
荷
の
低
い
設
備

の
導
入
を
順
次
進
め
る
予
定
だ
。植
物
油

入
変
圧
器
の
他
に
Ｓ
Ｆ
６
ガ
ス
を
使
用

し
て
い
る
遮
断
器※

５

に
代
わ
り
、ガ
ス
不

使
用
で
国
際
標
準
に
準
拠
す
る
真
空
の

遮
断
器
を
導
入
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、

ま
ず
は
7
7
ｋ
Ｖ
で
導
入
す
る
予
定
だ
。

そ
の
後
、１
５
４
ｋ
Ｖ
ク
ラ
ス
を
含
め
た

高
電
圧
機
器
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
ほ
か
、ガ
ス
絶
縁
開
閉
装
置※

６

へ

の
適
用
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
加
え
て
、ド
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
自

律
的
な
巡
回
に
よ
る
カ
メ
ラ
・
セ
ン
サ
の

代
替
を
目
指
し
て
検
証
を
進
め
る
ほ
か
、

設
備
の
監
視
制
御
・
保
護
シ
ス
テ
ム
を
国

際
標
準
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
準
拠

さ
せ
た
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
変

電
所
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
で
、さ
ら
な

る
省
力
化
、低
コ
ス
ト
化

等
を
目
指
し
て
い
く
。

「E-SSS」の詳細は
こちらをクリック

https://www.kansai-td.co.jp/corporate/pdf/e-sss.pdf
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１位

２位
３位

電力業界に興味があったから
関西の企業だから

社会に貢献する仕事が
できると思ったから

2023年度新入社員の○○教えてください！
4月3日、関西電力および関西電力送配電の入社式が実施さ
れ、新入社員414名が入社しました。今回、関西電力と関西電
力送配電の一員となる皆さんに入社の決め手や先輩社員に
伝えたいことをアンケートで聞きました！フレッシュな新入社
員の皆さんの素直な思いをお伝えします！

（関西電力新入社員261名、関西電力送配電新入社員153名）

新入社員の皆さんの入社にあたり、先輩社員の皆さんにメッセージをいただきました！
これから社会人としての第一歩を踏み出すにあたり、アドバイスがたくさん寄せられています。

新入社員の皆さんの多くが「社会に貢献する仕事
ができると思ったから」と回答しました。その他に
は「従業員の皆さんが魅力的だったから」という回
答もありました。

入社の決め手は？Q.

社会人になって楽しみなこと、不安なことは？Q.

２年目になった遠藤
がお届けします！

・熱意があり、やりがいを持って仕事をしている
・優しく、笑顔が素敵な方が多い
・責任感が強い
・明るく、コミュニケーション能力が高い
・「やるときはやる」ようなメリハリのある方が多い

関西電力と関西電力送配電いずれにおいても上記の回答が多く見られ
ました。他には「真面目な人が多い」「体育会系」等の回答もありました。

従業員のイメージは？

紙面の都合上ご紹介できなかったメッセージについては、全社共通ポータルの
かんでんニュース「関電新聞No.1073発行！」にてご紹介しています。ぜひ合わせてご覧ください！

Q.

・時に優しく、時に厳しい人
・若手の意見にも耳を傾けて、同じ目線で接してくれる人
・一定の距離感を保ちつつ、ちゃんとサポートしてくれる人
・仕事以外の面でも充実している人
・報連相がしやすい、親しみ溢れる人　等

具体的な人物像としては俳優の「阿部寛さん」「大泉洋さん」、
アナウンサーの「水卜麻美さん」の名前があがりました。

理想の上司は？Q.

・「ありがとう！」
・「いつも頑張っているね」
・「終わったら～～に行こう！」　等

「結果よりも過程を褒めてもらえると嬉しい」「役に立ってい
る実感を持てる言葉は嬉しい」という回答もありました。見
てもらえている、気にかけてもらっているという実感が得ら
れると、よりやる気が出そうですね。

言われると嬉しい褒め言葉や応援の言葉は？Q.

先輩社員へのメッセージQ.

家族へプレゼントを買う
貯金する
自分へご褒美を買う

80.1%
13.6%
6.1%

大半の方が「家族へプレゼントを買う」と回答
しました。家族に限らず、「お世話になった人
と食事をしたい」という回答もありました。

初めてのお給料の使い方は？Q.

楽しみなこと
・責任のある仕事に携われること
・新しい人との出会いや一人暮らし等、環境が変化すること
・自分で稼いだお給料で生活すること
・多くの経験やスキルを持つ先輩と仕事をすること 等

不安なこと
・仕事についていけるか
・朝起きられるか
・同期や先輩と良い関係が築けるか 等

「環境の変化」や「責任のある仕事につくこと」は楽しみである一方不安な気持ちもある、という回答が多くみられました。他に
は「飲みに連れて行ってもらうこと」が楽しみという回答も！

朝寝坊しないか、未だに
毎日ハラハラしています…

私も初任給で家族と
ご飯に行きました。家
族の笑顔が仕事のや
る気に繋がります！

思いっきりやってみよう。その
経験がすべて財産となるよ。

聞くは一時の恥、聞
かぬは一生の恥！

朝寝坊しても朝食は食べる
こと！バナナ1本でもＯＫ！

仕事の基本は報・連・相。なかでも成長のカギ
は、自分から『相談』すること。

分からないことばかりなので
たくさん教えてほしいです！

期待されるほど応え
たくなるので、なんで
も言ってください！

飲みやご飯、ゴ
ルフに誘ってほ
しいです！

精一杯頑張るの
で、温かく見守っ
てください！

不安なことも多いので、些
細なことでも声をかけて
もらえると嬉しいです！

美味しいお店やおすすめの
旅行先を教えてください！

これまでの経験（失敗・成功
体験）を教えてほしいです！

不安なこともあるかと思いますが、頼れる先
輩方ばかりなのできっと大丈夫。これから一
緒に頑張りましょう！

1日1個、業務を覚え
よ！さすれば、1年で
240個の業務が我が
技能に！

事務系、技術系問わず、同期はこれからの
長い会社人生で大切な仲間であり、頼れ
る仲間になりますので、ネットワークを築
いてください！

自分の普通が「あたりまえ」と思わないでほ
しい。色んな人の考え方に耳を傾け、良い考
えを取り込む努力をし、自分をアップデート
する気持ちを持ち続けてください。

初めは分からない事だらけであって当たり前！
ドンドン先輩を頼り、成長していってください。
皆優しくあなたを迎えてくれます。そうして先
輩達は成長してきました。

入社おめでとうございます!! ～先輩社員からのメッセージ～

アンケート ※メールにて配信できる方を対象にアンケートを実施しています。

▲ 関西電力 入社式 ▲ 関西電力送配電 入社式

No.1073Issue: 2023.4.24

手は抜かないけど、肩
の力を抜きましょう！
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エリア最前線
What’s 「水力発電の軌跡 ～ 変わらぬ使命への挑戦 ～」　　　

関西電力社内ポータル
アクセス数ランキング！！

関電新聞No.1072に寄せられた感想のご紹介
（2023年1月1日～4月20日）

　この動画は、2023年にくろよん竣工から60年を迎えることを契機に、水力発電の歴史を振り返り、過去
の歴史的偉業や、そこに込められた思いを引き継ぎ、これからの未来に繋いでいくために制作したもので
す。これまで先人たちが切り拓いてきた水力発電の軌跡を振り返り、この動画を通じて、従業員一人ひとり
が、“未来に向けて今何ができるか”を考え、当社グループが一丸となるきっかけになればという思いも込め
ています。
　産業遺産写真家である前畑温子さんの目線を通じて、水力発電の歴史、技術や役割の変遷等を紹介。
各水力発電の最前線での仕事風景や地元地域との共生の場面を織り交ぜながら日本の発展を変わらぬ
使命として支え続けてきた水力発電の歴史と未来への可能性を描いています。

　水力発電所はその地点の環境条件に応じた設計がな
されることから、発電所毎に建物や機器等の仕様が異
なり個性がでます。そのため、ひとつの発電所を熟知してもほかでは通用しな
い、そんな発電所毎の特性に魅力を感じています。各発電所をマイプラントとし
て誰よりも熟知し、職場の皆さんから水力屋として厚く信頼される日が来ること
を目標に日々 業務に励んでいます。特に蹴上発電所では、琵琶湖疏水に油等の
流出が無いように、所内からの排水ルートの点検・清掃等を入念に行うととも
に、観光客も多いためお声がけいただいた際には丁寧な対応を心掛けています。
　今回の動画では、日本初の一般供給用水力発電所である蹴上発電所や東
海エリア・北陸エリアの発電所やダムの歴史に触れることができます。また水
の力をどのように発電に繋げているか、水力発電設備の具体的なイメージを持
つことができる、そんな動画になっています。

一連の不適切事象に関する記事の多くがランクイン。
まだ見られていない方は、是非ご覧ください。

前回発行した関電新聞No.1072に寄せられた感想をご紹介。
皆さまの感想を踏まえて、より充実した情報発信に努めてまいります。

●過去の取組みから、未来に向けた取組み。
　今回も読み応えのある記事が掲載されていました。
●座談会の記事は、社長の考えを幅広く確認出来て良かった。
●業種を問わず他社の驚きの成功事例や、昨今のニュースの多角的な捉え方等、
　外に目を向けた上での学びのある内容があると嬉しい。 
●くろよんの歴史を知ることができた。
●業務とは異なった観点で改めて見ることができるので参考になります。
●頑張っている従業員をみて元気づけられた。
●電力システム改革の変遷もあるので歴史を振り返る企画を掲載していただけると、
　すごく参考になりそうだと感じた。

3/30  【森社長】公正取引委員会の事実認定を受けて

4/12  【森社長】再発防止に向けて

1/13 【森社長】自問自答を続けること、相談すること

1位
2位
3位

1位
2位
3位

3/30 関西電力の独占禁止法違反、公取委が認定

2/1 【解説】新電力顧客情報の不適切な取扱いについて

3/30 がんばる従業員特別編2022年度入社の従業員の成長に密着！

京都水力センター　

エリア最前線では、毎号異なる事業所から様々な情報を発信しています。
今回は、電力の安定供給という変わらぬ使命を果たし続けてきた水力発電の歴史と未来を紐解いた動画「水力発電の軌跡　～ 変わらぬ使
命への挑戦 ～」に登場されている水力発電の最前線を支える皆さんに水力発電にかける思いと動画の見所を紹介いただきます！

本動画のナビゲーターとして、水力発電の軌跡を辿っていただいた
産業遺産写真家の前畑温子さんにメッセージをいただきました！

この動画は関西電力公式YouTubeで絶賛公開中！
大迫力の映像をぜひご覧ください！！

産業遺産写真家
前畑 温子さん

　今回の撮影では、黒部ダムをはじめとする様々な施設を
見学させていただきました。皆さまにとって、普段携わって
いる水力発電所が、写真家の私にとってはどの施設も非日
常のスケール感で圧巻でした。想像を絶する数々の困難を
乗り越えて建てられたこと、またその施設を安全に維持して
いくことがいかに大変なことかを学びました。水力発電所
は、現在の私たちの生活を支える貴重な場所であることは
もちろん、先人の功績も知ることもできる「生きた教科書」
になる場所だと思います。誇りを持って働かれている皆さま
の話をお聞きし、改めて感じました。素晴らしい事業が未来
に継承されていくよう、切に願っております。

再生可能エネルギー事業本部
京都水力センター（電気）

作業長　堀邊 純希さん

3月30日に判明した独占禁止法違反行為の認定に関する社長会見についてのニュースです。

関西電力送配電が管理していた新電力顧客情報を、関西電力が閲覧し活用していた事象に関する解説です。

入社から約1年がたった関西電力・関西電力送配電の従業員の成長ぶりを密着取材で紹介しています。

3月30日に判明した独占禁止法違反行為の認定に関する森社長のメッセージです。

4月12日に公表した独占禁止法違反行為の再発防止策に関する森社長のメッセージです。

新電力顧客情報を、関西電力が閲覧し活用していた事象に関する森社長のメッセージです。

　クリーンな再生可能エネルギーの中でも安定的な発電が可能である水力
発電所は、多くの先輩方の大変なご苦労やご努力の末に建設されてきたもの
です。その先輩方の思いもしっかりと引き継ぐとともに、水力発電所をこの先
も長く運転し続け、後の世代へ引き継いでいけるよう、大切に保守・管理して
いきたいと思います。
　動画の中でも紹介されていますが、揚水発電所は需要のピーク対応だけではな
く、天候等による変動が大きい太陽光や風力発電の調整役としても重要な役割を
担っています。近年は運転頻度が発電・揚水の区分なく非常に増えており、設備の点
検や運転指令にきめ細かな対応が求められています。だか
らこそ、揚水発電所の概要や仕組み、期待される役割を全
社の皆さんや社外の方にも知っていただければと思います
ので、ぜひご家族の方もご一緒に動画をご覧ください。

奥多々良木発電所

再生可能エネルギー事業本部
朝来水力センター
奥多々良木発電所

所長代理　池田 健一さん

　福沢桃介を始め、先人達が情熱を注ぎ完成させ
た大井ダム・大井発電所は、竣工から約100年にな

りますが、しっかりと社会生活の基盤を支えています。大井ダムの洪水吐
ゲートは当社最多の２１門を誇るため、ゲートに流木等が挟まることも多い
ですが、愛情（点検・補修・改良）を注ぎ続けることで、引き続き安全で安定し
た電力供給が可能です。先輩方から引き継いだ資産（想い）と、現在の先端
技術を融合させて、ダム・発電所を保守運転していく役割を自分達が担って
いることを思うと、身が引き締まる思いです。
　次の時代にバトンを渡して、この大井ダム・大井発電所が、末永く社会の
「あたりまえ」を守る役割を果たしていける様に願いながら、日々の業務を遂
行しています。今回の動画は、そうした私たちの思いをよく表現している内容
で、見どころいっぱいで感動しました。

今渡水力センター

再生可能エネルギー事業本部
今渡水力センター（土木）
大井ダム管理所

ダム水路長　内木 隆彦さん

　水力発電はダム等の建設が必要となるため、厳しい自然環境の山岳地帯に
建設されることが多く、私自身もトロッコ電車が運休する冬の間は、片道２時
間かけて徒歩通勤しています。建設に従事された諸先輩方のおかげで、現在
もベース電源だけでなく、ピーク時にも柔軟に対応できる電源として活躍して
います。これら水力発電設備を大切に維持管理して後輩たちへ引き継ぎ、安
心安全な電気をお客さまに送り続けていきたいと思います。
　今回の動画は、過去１世紀余りで、日本が西洋諸国の技術に懸命に追いつ
こうとする気概や日本経済発展のために捧げた情熱や挑戦、そして、その中

で培われた「くろよんスピリッツ」の精神を感じること
ができます。そうした時代背景とともに水力発電の大
切さを実感できる動画になっていますので、是非ご視
聴していただければと思います。

黒部川水力センター

再生可能エネルギー事業本部
黒部川水力センター（土木）
出し平ダム管理所

ダム水路長　加藤 丈典さん

経営層
メッセージ

かんでん
ニュース

今回の関電新聞の感想もお待ちしています!!　＜送付先：kepcoportal@d4.kepco.co.jp＞
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https://youtu.be/8sz08amSKW0



